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ERG計画における連携地上ネットワーク観測
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Ground Network Observations for the ERG Project
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Several ground network groups join the ERG project, i.e., radar networks, magnetometer networks, and optical measurement
networks. The remote-sensing of geospace from these ground-based networks are powerful tools which provide two-dimensional
distributions of geospace disturbances. Combinations of the global monitoring information with the in-situ measurements by the
ERG satellite, together with modeling/simulation efforts, will be essential to understand the mechanisms of particle cancelation
in the inner magnetosphere.

ERG計画では、ジオスペース赤道面における総合観測を世界で初めて実現し、宇宙嵐でのジオスペースの大変動とそ
れに伴う相対論的粒子生成の物理プロセスを探ることを目的としている。この過程においては、赤道面におけるERG衛
星による総合観測と、加速のプロセスを再現するモデリング・シミュレーションに加えて、グローバルな「場」の変動を
把握することが本質的に重要である。このため、ERG計画では、近年急速に発達してきた地上観測ネットワークと ERG
衛星を動的に結合することが考えられている。本講演では、地上多点ネットワークにおける磁場・電場・光・電波計測に
よるジオスペースのグローバルな場の把握の可能性と、いくつかの加速プロセスが提案されている放射線帯粒子生成メ
カニズムの解明においてこれらのネットワーク観測が果たす役割について議論する。


